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The Challenge of a New Curriculum in General Education : the Analysis of Classes  










 Rapid progress of society raises university advancement rate, and now more than 50 % of 
18 year-old with diverse value goes to university. Universities confront a crucial challenge 
for educational reform to foster such students in accordance with university's principle. 
Nagasaki University to which the author belongs has started reform of general education. It 
is shift from a curriculum based on liberal arts subjects to a group of subjects based on 
subjects which focus on the issue of modern society. We call latter new curriculum a 
module. 
 The author found various challenges through the teaching of his own class and the 
observation of other faculty's class. Followings are major issues: 1) improvement in the 
faculty’s attitude, 2) improvement of teaching method, 3) encouragement of student's 
voluntary learning. Not only individual faculty but also entire educational system of the 
university needs to continue efforts to improve these issues. 
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制（小学校 6 年、中学校 5 年、高等学校 3 年、大
学 3 年、以後、旧制という）は廃止され、6・3・3・















































員によって構成されていた。ただ、昭和 25 年 5
月に後者は、大学分校と改称して学芸学部から離
教養教育の新しい型への挑戦と課題 
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めの WG が 2 度にわたって立ち上げられ、そのあ
り方についての議論が長期間にわたって続いた。
それは新制大学創設以来の伝統的な教養教育観と
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レーダーチャートに表したものが図 1 である。 
 
表 3 共通設問別集計表 
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関する評価結果は表 4 と図 2 である。 
 
表 4 モジュール科目の共通設問別集計表 
 
























2、参考資料 3 として掲載している。 
 
表 5 教育学部授業の共通設問別集計表 










































 図 4 と図 5 で示されているように、3 回目以降
から欠席者が増加し、しかも、その傾向は変化せ
ず、約 10％を占めている。また、遅刻者も平均す
れば同じような数となる。特に、2 回目と 3 回目
に 1 つの大きな変化が表れている。このときに何
か起こったのであろうか。授業への緊張感が薄れ 
図 4 モジュール科目における欠席者の推移 
 












遅刻者がほとんどいない（図 6、図 7参照）。 
 
図 6 教育学部授業における欠席者の推移 
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図 7 教育学部授業における遅刻者の推移 
 
モジュール科目と教育学部の授業は、同じ曜日
















したのは、このうちの 3 回である。この 3 回分を
分析した。 
 
表 6 レポートの提出状況 
  A：期限通り提出した人数 
  B：遅れて提出した人数 





教育学部の授業の状況を示したのが表 7 と図 9 に
なる。 
図 8 レポートの提出状況 
 
表 7 教育学部の授業におけるレポートの提出状況 
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 参考資料２  
筆者の教育学部授業での配布物－1 
 
初等理科教育の受講にあたっての留意点                            ○ 年○月 ○日 
 
初等理科教育の到達目標 
 ① 小学校理科の目標を理解する。 
 ② 小学校理科の内容とその流れを理解する。 
 ③ 小学校理科の授業方法を身に付ける。 
 ④ 学校教育や理科教育を規定する法律等を理解する。 
 ⑤ 社会における理科教育の役割を理解する。 
 ⑥ 世界と日本における理科教育の歴史を理解する。 
 ⑦ 理科の学習指導方法の歴史を理解する。 
 ⑧ 理科学習の現代的な課題を理解する。 
 ⑨ 教材研究の大切さを理解し、その方法を実践を通して体得する。 
 ⑩ 理科授業実践にあたっての技術を体得する。 
 ⑪ 教員に必要な資質・能力を理解し、獲得に努める。 
 ⑫ 評価を理解し、評価が行えるようになる。 
 ⑬ 授業を見る目を育てる。 
 ⑭ 自己の補充すべき点を見つけ、その補充に努める。 














 A. 毎時間の私への評価（ECカードの記入）は学期末の評価には影響しないので、率直に！ 
 B. 毎時間のまとめは授業終了直後に記入すること。 
 C. 分からないことがあれば、いつでも教員に聞きに来ること。 
 D. ノートへの記録は丁寧に！（ノートは、配布資料が挿入できるようにファイル形式を薦める） 
 E. 模擬授業は、グループ全体で構成を考え、教材研究を十分に行うこと。 
 F. 事故や病気等で休むときは事前に連絡をすること。 
教員との連絡方法及びオフィスアワー 
 ○ ℡：（大学）＿＿＿－＿＿＿－＿＿＿＿  (ケイタイ) ＿＿＿―＿＿＿＿―＿＿＿＿ 
 ○ mail : ＿＿＿@＿＿＿＿＿＿＿＿ 
 ○ オフィスアワー：12:15～12:45(研究室：＿＿＿号室、要予約) 
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回数 月日 テーマ 内容 予習事項 





































に理科授業を考える       
模擬授業の単元の目標、内容、
実践例、授業展開 





















に理科授業を考える       
模擬授業の単元の目標、内容、
実践例、授業展開           






































模擬授業Ⅵ           同上     同上 
第 16回 1月 25日 模擬授業Ⅶ           同上     同上 
第 17回 2月 1日 模擬授業Ⅶ           同上     同上 
第 18回 2月 8日 期末試験 
前期中の本講義での内容を中心として、本授業の目標がどの
程度定着しているかを診る筆記試験を行う  
 
